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金銭を気にせず学業に
専念できる環境が整って

います。全寮制で被服・食事等
は貸与又は支給され、入学金・
授業料の納入はありません。そ
れどころか、特別職国家公務員
の身分となり学生手当として毎
月約１３万円が支給されます。

修士や博士を目指せる
確かな進路があります。防衛

大学校を卒業後、部隊等の勤務を
経て、試験等の選考により一般の
大学院に相当する「研究科」や一
般の大学院（東京工業大学・慶應
大学等）にも無料で進学すること
が出来ます。そして、より専門性
を求める人は博士まで目指すこと
も出来ます。
防衛医科大学校を卒業後、病院

等での勤務を経て、毎年２０人弱
が「医学研究科」に進み博士を目
指しています。また、他大学（北
海道大学・東京女子大学等）に進
み博士を目指す道もあります。

かけがえのない仲間を得

ることが出来ます。寮生活を共
にすることによって他では得ら
れない信頼関係が生まれます。
加えて、全学生が参加する様々
な行事・訓練を通じて絆を深め
合うことが出来ます。さらに、
クラブ活動を通じてより深い絆
を得ることもできます。

このように、防衛省の大学校には一般の大学と違う 魅力 があります。
少しでも興味を持たれた方は、ぜひお気軽にお問合せください✨

防衛大学校と防衛医科大学校を紹介
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魅力

現在
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の 紹介

入校当初は慣れないことも多く、

かえりたいと思うこともありまし
たが、毎日忙しくしていたらいつ
の間にか慣れます。実際に入校し
てみると自衛隊より看護に興味が
あった人も多く、体力に自信がな
い人もいます。しかしこの学校に
入校して後悔はしないと思います。
先輩の話を聞いていても、これか
らの四年間がとても楽しみです。
受験はつらいし、我慢も多いです
が、一生懸命に向き合った分だけ
得られるものは増えます。

受験生に向けてメッセージ入校の動機は？

私は自衛隊かつ看護師である看

護官という職業に魅力を感じ、受
験を決めました。強さも優しさも
必要な看護官は私が目指す人間像
でした。その上、入校すれば集団
生活であるため、規律性や協調性、
生活力を身につけられるのもいい
なと思っていました。また学費や
衣食住の心配がいらず、学生手当
までいただけることも入校を志す
要因でした。

入校の動機は？

防衛医科大学校に入らないと

できない、貴重な経験をして
いると感じています。今まで
の生活とは全く異なるし、決
まり事も多いのですが、規律
を守れば自由もあり、

入校して感じたことは？

着校した時は本当に何をし

たらいいのか分からず、ただ
上対番（第１学年が円滑に生
活に慣れるよう、主に第２学
年がマンツーマンで教育係と
なり親身に助言等を行うも
の）について行くことしかで
きず周りも何人かやめていく
中で心の揺らぎと不安で

入校して感じたことは？

防衛医科大学校看護学科１年

古屋 咲葵
甲府東高校出身

防衛大学校１年

渡邉 慶人
吉田高校出身

高校生活で得たフォロワー

シップ、またリーダシップはそ
のまま土台として心の支えにな
ると思います。防大に入るから
ではなく、一社会人として生き
る上での常識や節度を学ぶ上で
もこれからの高校生活に悔いの
ないように正しい方向で精進し
てほしいです。

受験生に向けてのメッセージ

どんな進路を選んでも自分の頑張
りようで将来は広がると思います
が、私は自分が選んだ道をみなさ
んにもおすすめしたいくらい誇り
に思っています。地元の後輩がで
きたら嬉しいので疑問や不安が
あったら、お助けできたらいいな
と思っています。少し特殊な環境
ですが、普通の学校より間違いな
く濃くて刺激的な毎日が送れると
思います。受験頑張ってください。

とにかく先の見えない毎日で
はあったけれど、そんな中で
同期との支え合いが何よりも
大切で前進するための糧であ
ると感じた。
辛いことが毎日だけれども１
日ずつ確実にやりこなし一つ
でも発見を増やしていくこと
が大事なことであると実感さ
せられる。

同期や先輩との生活は楽しい
です。高校は文化部だった自
分も部活や体力検定のために
毎日体を動かしています。一
緒に生活しているからこそ、
切磋琢磨して頑張れる環境だ
と思います。

父親が消防士で災害派遣や

消火活動、人命救助などで貢
献している姿に感銘を受け自
衛官として活動していきたい
と思ったから。
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